
神戸建ハナムグリ亜科甲虫に就いて
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隼者は前号に於て神戸産タロ: : . カvネ属に就いて発表
したバ今回同ヒ目的でもって帯戸産ハナムク" J 豆科
に就いて発表したい。
F ナムグ q互E科は金亀子虫科の内比絞的一般に艮く

知られて居り、現在の日本に産ナる色のは 6 属、 15種

郎高 橋 害

A  採集地 2) 烏原、多田
: 分布、北海道、本州、. 四国、九州、済測島、朝鮮
崎支払 込 d
2. RhomborrhinapoJita W A T ER . クロカナプント

後の調査に依る事としたい。
1車種、 3 変種、 4 異常型が知られている。而して神| 採集地、六甲司
戸産、としては 6 属、 12種、 2変種、 2異常裂と日本産| ・分布、本州、九州。
のほとんE を産ナる。

¥; le! t 録
Subfami1y  C E T O N I I N A E  

静戸建 C E T O N I I N A E の恩の検索表
1  (2) 前背板の基部は一直線をなナJ

eiC........Rhomborrhina .. 
ぺ2 ( 1 ) 前背板の基部は一直線をなさす¥ 左右多!y共角

震をなす。
3  (4) 麹鞘の側線明かなる惣曲状の切れ込みを宥せ
す志。中胸突起は体の下面とI司色をなさす・仁
命蜘.帥 .………….リ………..……..…..伽畑A n削nt帥11

4. (3り〉麹鞘の側縁明 bか代老惣? 幽状の切れ込みを有ナ。
中胸突起は体の下冒とI司色なりι

，. 

5  (6) 前背板の後縁中央にて明かなる矢筈形をなさ
中。稜状板の先端尖 Eーする。路節短かし。'

6  (5) 前背板の後線中央にて明かなる矢筈形をなす":(8〉中胸突起は先端円球時ぴ下方に曲る。
，ム、、…，プ.

8  (σ7η〉中胸突起は扇卒にして前前. 端I巾h広き古か〉、短〈して
前端球状を差す。
9  (10) 頭績は手館長形で前方狭まりー先端 2分し、総
A  
は上反しない。 、H ・H ・Oxycetonia

W ヘ 10(9) 頭指は長形でな〈、前縁は穆凶しないか又は伎

Genus Rhomborrbina Hope _  
紳戸窪 Rhomborrhintl 層の種の検索表

1  (2) 体光沢弱〈青銅色を曇ナ。λ.. カナプy
2 ( 1 ) 体強き光択を有ナ。一
3  (4) 全体緑色なり。，・ハ・ムアオカナプンR .unicolor
4. (3)体黒色を曇ナ。 j…¥ ・クロカナプy
1. RhomborrhiIla  japonica Hope . ¥ カナプシ 1)

.i 
F  

( 台湾産は別亙種- S A W A D A . Trans. Kansai E n1;，.， 
Soc.XIV. 2，p. 70. 1949) 
3. Rhomborrhina unicolor M O T S C H アオカナプン
採集地、烏原、奨谷、多国
イ分布三北海道、本HI. 九州、朝鮮。

Genus Cetonia Fabricius 
紳戸建の Cetonia 恩は次の 2趨である。 e ・ B  

1  (2わ〉上商に絢毛を有ナ。，三/，ぷか汗..….日.…….日…..C.♂.piμilIf“eraa  
2  (ο1) 主面耐I口= 籾喝を有せ宇h 。ι一 ;〉.;J〉ト.日…….日….日ぺ.
4. Cet初oni均a pがilifおera M叫削10ヲηT、S C口H ノ戸、ラナ.ムペ'fFググ、や、P  
l 採集地、烏原、佐官、香持関 Jぃ

L 分・布、北海主主、本州、伊豆諸島、隠岐島、済測

" 拘島 0 _

5. Cetonia roelofsi 
i 採集地、烏原、鈴関台、山の街、箕谷

本属には他に 1種 Cetonia bodemeyeri と云うのペ
が kobe を産地としてあるが、」出の種の採集された事
は原記載以後会〈知られや、原記載 (Ent. M.itteil.， 
lV， p. 20. 1915) iz : 依って見ても C. roelofsi と非常
によく似て居り呉る点は μHabituell ahnlich mit 
Roelofi Har.， doch i m  aIlgemeinenschmaler 
anzend zrun mit goldigem、Schein '，'. 1:けであるぶ
筆者は現在では C. roelofsi とI司一種と見て本報文で
は省いてある。今後 Cetonia 属の多数の援本に依り
再検討の機ある迄保留と致したいJ

グ

Genus Pro1aetia' Burmeister 
神戸産 Protaetia 麗の種の検索表

1  (2)，体背面は点刻歩く2 f . 滑にして、体色は紫銅の
らみ ::.....P. ca1aphracta 
2  (1) 体背苗は一様に点亥tlを装う J

1) 文献の掲出及び普通種に就いては解説を省略ナる。
2) 採集地には現在筆者所有標本に就いてのみ記した。

t  、
y  

、‘，・• 
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3  (4) 前胸背巾極めて狭〈、合♀色彩を異にす。 々| 果銅色なる事o
・4・・・・P .len2I 、i て疎なる事。 8. 雄は厳溝を有する事。

4  (3) 前胸背巾狭からす、合♀同色なりゐ 1. var. crassa H .A，R O L D が確実に内地に産するか否か
5 (の体は方略、。黒銅色、会合最先端精突出す。自彊 1:宋r-b からない。在支閑. 本種並びに斑紋の変化する
はべの宇状乃至集点状。 ……P. b.rcvitarsis 色のを多数見、採集したが現在標本を有せねので何と

6  (5) 体は長方形、色形蜜異多〈、紫、緑、禍色の別| 色云えぬが、 K R A A T Z氏に故り支那. 満洲産の var
あれ白斑は点状lこして散在し、会合線の先靖突出， Iの記録が可成lりある，
せやo …...P. .  o:rientaIis  採集地住吉、烏原. 多田
G. Protaetia ]enzi ・H A R O L D 分布本州、四国、九州、朝鮮a

キヨウトアオハナムグ明
新島、木下両氏に依り新種として発表された Poto-
sia nitidi8cutelIata NIIJ.et KIN. の筆名が舟ひられ
て来た志のが、今西氏の研究に依り Protaetia hon小
卸 a (1913) の S赤lonym であり、且 hondana は
Rtotaetia 
n()nym である事が明かにされたq 本種は一般には可
成り知ら託て居る種であると息はれる。個体数は余り
多からざる様思われる。
採集地御影、烏原
分布本州、四国、九州@ げ

7. Protaetia orientalis G O R Y  et P E R C H .  
シロデシハナムグ 9

本種は極めて普通に産L.. 充分なる記述も多ザれば
此処に其の記載は省略するが、たど色彩の変化が多い
ので倒を烏原産32匹を採り如何なる割合でE の様に産

せぎる色のがあるが之は個体変異と見で居る。
銅補色型…10合、 7♀、銅藤縄色型…8合ル 1♀、錦

い縄色をしているもの〉…2合、紫色型嘆しい紫色を
してや、制型〉…ムラサキノ、ナムグ' に似るも光沢薯
しい0 ・・1 合、
以上の知〈鋼業色、銅紫色型が大部分を占めて活
る。
採集地烏原、多国、須磨
分布本州、四国よ九州、台湾、朝鮮 0

8. Protaetia brevi tarsis L E W I 5  
9  

本種は前言B orientalis と混同されて居たが、最近

、はっきりするに至った o 央iこ， orientalis との区別点
を龍しセ見るq
l . 頭楯の前縁軽〈上反するが、轡入し、 2 片状を

昼ずる事なし。 2. 体は概ね方形を昼ずる o 3. 背面
の斑紋は棒状「へ」字状乃蓮集点状。 4. 会合続免端の
聾して突出するとと。 5: 尾節棋は垂直に下向 L、
ど商よりみて麹捕に揺れる二 6. 体色は黒紫色乃至

9. Protaetia 個，taphracta A R R O  W  
ムラサキツヤm ナムグ，

外観は orielJtalis . &こ酷似する。
神戸附近の記録は無い様であるが大阪く箕面、妙見.

久安寺J r I ) には記録; dr急れ或いは採集室れて居る事r
と考えるが} 応簡車な記載をして置く。恐ら〈個体重k
は{tいと考えられる。 e

. 頭部長方形、円形大型の点刻を粗布す。顕楯の前紘
軽〈上皮し、 2 斤状を塁せや、限は黒色、大型突出叩
ナ。前胸背側績は角度をなしi轡臨す、中央に醜に側縁
iこ大型の密なる点刻を有ナる。稜状板長主角形にして
先端尖らすも. 点刻全く依き平滑。麹鞘に点刻は歩く、
強い光択を現す。稜状板附近に小円点刻! を疎lこ装ぷ、、
四階部側縁部其他はすべて馬蹄形の点劉を有ナ。会合
線障近にこ対. 倒縁部Iご一対の細い棒状白斑、他に若
干の11、白斑を者ナる。麹鞘の側縁は麹端に近く急に狭
まる。尾節板は横鍍状点却を有し、精耕に突出、背面
よりみて麺鴫タトに突出する。体下は有面と同色にして
強い光沢あれ腹節に白斑を依〈蹄節及腔節には黄色
毛を認b 得。
採集地六甲
分布北海道一本州、四国。
P .l'otaetia 属の日本産は他に2種 Protaetia L E W I S  
〈ムラサキオオハナムグ! 1 ) Ptotaetia miyakoensis 
NIJIMA e t K I N O S H I T A  (ミヤ:1' - " ナムグ y )が知ら
れ主居る。

Genus Anthraωphora Burmeister 

'10. Anthracophora， rusticola B U R M E I 5 T E R  
アカ守ダラヨガネ

日本産 Anthracophora 属は本種 1種。みである。
個体数は伊、歩い。
採集地西宮. 烏原
分布本州. 九州、揖測島、朝鮮、支那、アムー

Jレ、蒙古。

Genus GIYc，yphanaBurmeister 
Glycyphana 属には日本産 1種、今 1車種が知るれて
居るが、神戸長は衣の 1種のみ知られて居る。
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採築地烏原. 舞子、岩屋、奨谷
分布本州、八丈島、四国. 九州、済洲島、: 朝鮮

琉球、奄美穴島、台湾. 支那、アツサム、シツ
キム、ベンガル、ネパF ノレ、シペリヤ、カリフ
オノレエヤ。

12a. ah. dolens K R A A T Z  
体黒色にして斑童文し。
採築地烏原，香櫨圏、須磨
分布 日本4 台湾、アムーノレ 0
12b.ab. ferruginea B E I T T E R  
基種と同ピ〈毛を有ナ、下面黒色にして上高銅赤色
を帯ぷ。原種に混じて割合採集出来る。
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